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人

生

亡

産

出

死

死

大
洲
青
年
会
議
所
の

美

挙

大
洲
青
年
会
議
所
(
理
事
長
、
辻
川
町
柑

人
氏
)
は
、
昭
和
三
十
年
以
来
今
年
ま

で
毎
年
恵
ま
れ
な
い
被
生
活
保
護
新
入

学
児
墜
に
対
し
、
学
窓
服
(
一
二
七
替

)
短
靴
(
一
六
五
定
)
を
寄
贈
し
、
新

し
き
門
出
を
到
っ
て
き
ま
し
た
。
市
長

は
、
こ
の
多
年
に
亘
る
山
楠
祉
行
政
へ

の
百
献
に
対
し
去
る
三
月
三
十
日
、
市

民
生
委
員
研
修
会
に
お
い
て
感
謝
状
を

問
り
そ
の
功
仰
を
抽
出
ザ
え
ま
し
た
。

。
恵
ま
れ
な
い
子
供
達

に
口
足
袋
を

大
洲
市
大
洲
中
町
一
丁
目
、
正
月
隆
氏

は
一
息
ま
れ
な
い
子
供
述
に
配
っ
て
下
さ

い
と
、
さ
る
三
月
二
十
八
日
子
供
足
袋

一
九
七
足
ヰ
前
筒
祉
事
務
所
へ
持
参
し

て
い
た
た
き
ま
し
た
。
紙
上
よ
り
厚
く

お
払
申
し
ま
す
。

卒麗号

引
越
さ
れ
た
時
は

す

る

一

。

で

も

処

理

さ

れ

て

い

た

が

、

支

所

廃

一

処

理

す

る

こ

と

に

し

ま

し

た

か

ら

、

周

二

当

市

は

雫

↑

卜

十

一

市

で

一

番

広

い

止

に

よ

る

連

絡

所

職

員

の

減

員

そ

の

一

け

の

場

合

は

次

の

も

の

を

必

ず

持

参

し

二

一

回

積

を

も

ち

、

一

部

の

地

域

に

お

い

他

実

務

上

の

処

理

に

困

難

を

き

た

す

一

て

下

さ

い

。

こ

で

は

、

交

通

の

不

便

な

と

こ

ろ

も

あ

た

め

、

本

庁

の

み

で

処

理

す

る

こ

と

二

、

出

生

届

の

場

合

二

る

の

で

、

三

つ

の

開

葉

区

を

設

け

て

に

決

定

さ

れ

て

い

る

。

一

①

米

穀

類

購

入

週

優

一

い

た

が

、

合

併

当

初

に

比

べ

る

と

輸

J
1
1
1
1
1
l

一
(
生
産
世
帯
は
い
旦
喜
ん
)

よ

い

暮

し

二

送

も

容

易

と

な

り

、

さ

ら

に

里

町

所

一

国

民

健

康

保

険

の

一

@

母

子

手

帳

l
i一九
九

日

詔

一

軒

臨

時

間

府

民

四

日

出

町

民

話

一

言

語

長

一

@

日

日

刊

誌

担

当

引

同

一

被

保

険

者

証

の

更

新

に

つ

い

て

つ

4
官

接

せ

所

夫

謀

、

L
一
昨
話
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
・
一
発
に
な
る
の
で
は
な
い
か
レ
渠
じ
ら
れ
一
ま
し
た
。
一
い
害
、
本
運
動
に
理
軍
く
人
章
一
を
統
合
し
ょ
っ
と
す
る
霊
と
な
り
一
皆
雪
承
知
の
と
お
り
去
る
二
月
石
場
合
は
保
険
の
給
付
は
ま
吾
ん
一
ん
)

所

役

人

f
新
こ
ま
た
え
自
の
夏
、
喜
一
二
れ
を
防
止
す
る
た
め
豊
富
こ
の
量
っ
た
関
係
言
、
非
常
に
一
皇
室
に
電
車
の
推
進
一

w

公

民

館

話

者

可

子

問

一

現

日

時

日

JKUF一
百
よ
品
役
所
内
の
弔
問
諮
問
妥
一
宮
、
必
ず
新
し
い
誌
を
一
一
訪
日
の
場
合

ι~昔
話
紅
前
酢
ー
一
時
一
一
諮
問
一
一
詳
し
ド
一
目
指
一
耳
目
住
民
間
生
一
一
一
一
昨
日
U)

hU一
線

級

協

離

鶴

磯

麟

鱗

鱗

鱗

盤

て

歩

く

が

司

王

く

時

間

を

一

明

選

霊

長

会

が

中

核

主

り

、

一

代

表

者

尚

喜

一

上

肩

書

区

域

と

し

新

谷

地

区

に

関

一

持

詩

日

品

川

主

一

日

立

川

認

可

時

(

社

会

長

加

舎

は

い

2せ

5
5議議
盤

機

盟

議

盤

か

け

、

ね

ば

2く
、
推
一
高
組
織
は
色
町
草
位
に
従
事
一
言
語
者
徳
山
章
一
郎
一
著
書

t
E議院
議

員

一

;

;

一

ヵ

ヵ

一

ん
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続

…

務

総

メ

ゴ

議

離

騒

騒

し

ま

る

以

外

に

道

は

な

一

員

会

設

け

り

れ

る

わ

け

で

、

強

力

に

一

H

資
フ
サ
ノ
一
選
挙

2
2
3量
一

時

四

日

目

前

日

一

日

時

計

技

一

2

宅

金

総

機

脳

機

〈

¥

一

一

一

Iry娘
離

麟

盤

、

。

一

展

開

す

れ

亘

書

事

で

は

な

く

一

w

喜

重

一

主

主

主

じ

一

一

つ

の

開

票

一

一

い

り

ま

す

の

で

書

ま

で

に

事

え

て

一

自

民

主

義

務
綴
鱗

jJγLJソピ
γAft盤その
方

法

と

し

て

協

一

背

ま

す

。

一

o

w

費
量
一
区
で
嬰
ー
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
一
灯

r
i
f
fす。
一

(

霊
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斡
級
協
諜
…
注
義
ζ
警

の

?-ι
奇

i
?、選
;
@
印
自
は
会

i
長
き
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員
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三
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i之〕込i検L一
己

一

三

、

突

届

の

場

合

鰍

綴

諒

一

ぷ

搬

mFJ一~へ
い
や

KV-J-~一以織機
秀
言
動
力
と
情
到
の
一
昔
多
い
年
で
も
あ
り
、
会
望
号
一
(
敬
語
一
二
塁
庁
一
本
で
処
理
す
る
。
一
堅
実
地
す
る
こ
と
足
っ
て
お
り
ま
了
、

E
Tの露
間

一

泉

詩

人

通

帳

機

LK;¥一
一
芯
日
仏
ぺ
十
人
十
九
九
一
い
も
ふ
響
主
で
あ
っ
て
も
、
富
一

5
2
2
2章一
な
お
、
奇
皇
室
査
会
は
一
葉
は
出
先
機
関
の
票
所
長
一
す
の
で

E
Sんには
何
か
一

1
1二十
日
一
(
生
墜
落
は
い

22)

-=川
刈

ι
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三
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織

槻
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多

義

数

勢
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ττ
王
!
心
主
吉1
を

z
号
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つ
て
号
警

?1
与
考

Si
つ品量切量署望号!し令台て=いヲる土主也よ主一1題
に
つ
い
て

2次の量草重項夏を主皇決遣
i
定
害E
三
し
主iま三
:
た
た
。
し
セ
過
去
に
そ
の
よ
う
な
例
一
交
付
習
に
各
地
区
雪
巨
額
一
一
、
号
年
月
日
(
青
年
月
日
)
一

i加
入
者
は
い

i

…

:

;

暴

総

鰭

勝

で

れ

ば

実

害

き

な

い

。

一

も

の

で

Eす
。

一

え

も

な

え

本

庁

一

ケ

所

で

処

理

す

る

一

一

U
口

;

一

ん

)

験

炉

総

主

総

長

一

彩

感

総

際

機

畿

鰯

鱗

騒

そ

こ

で

隣

組

、

町

内

会

、

一

参

考

一

一

、

荷

主

一

つ

の

望

区

に

統

合

一

こ

在

院

事

自

身

に

と

っ

τも
便
一
堅
証
左
傾
さ
れ
る
よ
ろ
お
鼠
し
ま
一

H
1一
一
一
十
七
年
六
月
百
一
③
国
民
年
金
芋
版

Z
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E
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u
i
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=
=
=
=
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五
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=
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一
=
一
=
=
=
=
=
一
一
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=
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=
=
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三
一
一
=
一
=
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一
一
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一
言
=
一
三
=
一
三
重
=
E
E
z
-
-
=
一
三
一
一
一
三
三
三
=
=
=
一
言
一
す
。
一
×
×
一
(
国
民
年
金
加
入
者
の
み
)

二
、
男
一
一
一
十
七
年
富
良
農
民
地
(
二
ハ
孟
)
品
係
建
物
士

O
昭
和
一
一
干
七
年
度
に
お
い
て
予
算
一
い
て
二
一
六
、
大
洲
市
工
事
の
抱
韮
に
請
負
一
も
し
、
存
月
日
(
昭
和
三
十
七
年
六
一
×
×
一
@
印
鑑

特
別
会
計
予
算
一
二
八
雲
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
一
内
の
蓄
を
す
る
為
に
量
平
一

O
菅
原
雲
市
事
築
工
事
者
一
契
約
に
関
す
る
条
例
の
一
部
長
一
月
一

git旧
川
崎
港
市
清
ド
l
M
l同
|

一

憲

法

に

よ

り

十

四

日

以

内

に

題

。

予

芸

百

五

一

九

、

二

五

七

千

一

ま

し

た

。

一

万

円

以

内

を

一

躍

入

れ

す

る

こ

一

黒

山

の

大

川

護

と

の

間

に

五

一

正

す

る

条

例

一

市

民

の

み

な

さ

ん

へ

一

出

て

下

さ

い

。

二
一
、
土
地
の
購
入
に
つ
い
て
一
と
が
で
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
一
百
六
十
四
万
九
千
円
で
請
負
締
結
一

O
芳

二

五

号

議

案

改

正

に

と

も

な

:

つ

↑

一

回

、

転

出

局

、

転

居

、

世

帯

主

変

更

等

一
ニ
、
思
三
十
七
年
宙
望
民
保
険
一

O
三

宮

学

校

袋

詰

習

志

一

一

七

、

予

豪

語

負

担

の

契

約

に

つ

一

さ

れ

る

こ

と

に

な

E

E

し

た

。

一

市

長

皇

室

付

並

に

詰

負

担

布

一

住

民

異

動

届

の

場

合

は

一

宮

の

場

合

議

所

特

別

会

計

予

算

一

八

多

許

申

一

、

二

五

番

号

一

い

て

て

三

、

奇

病

院

建

築

基

の

一

決

定

に

一

警

の

金

額

が

格

上

げ

さ

れ

ま

し

一

一

異

議

突

譲

。

予

言

は

一

七

、

四

七

五

平

円

ど

の

土

地

(

一

、

二

八

七

坪

)

を

一

語

、

富

白

地

区

の

喜

一

つ

い

て

一

た

。

一

住

民

の

異

動

に

伴

一

つ

各

事

務

に

つ

い

下

、

事

務

処

理

の

署

員

る

お

一

(

隼

震

は

い

り

ま

せ

&

回
、
昭
和
一
二
十
七
室
長
語
塁
手
る
こ
と
に
な
旦
正
し
た
。
一
憲
章
と
市
長
と
の
聞
に
予
算
一
言
寝
袋
毒
事
大
洲
市
一
一
一
七
、
市
議
会
議
員
吉
報
酬
、
費
用
一
て
は
、
局
者
が
同
な
っ
て
お
り
ま
し
た
一
二
れ
を
一
定
し
た
住
民
間
に
よ
っ
て
一
自
鹿
島
襲
警
託

計

一

五

三

、

奇

病

院

襲

設

計

の

霊

に

一

外

義

勝

負

担

の

契

約

が

締

結

さ

れ

一

大

洲

一

番

地

(

奇

襲

安

定

所

一

番

お

よ

び

期

末

手

当

支

給

に

関

一

(

社

会

保

険

加

入

者

は

い

旦

喜

平

護

法

九

、

七

九

八

千

円

一

つ

い

て

一

る

こ

と

足

り

ま

し

た

。

一

跡

)

に

決

定

し

ま

し

た

。

一

Z条
例
の
一
部

Z
Eす
る

条

一

ん

)

一

一

一

一

⑨

印

鑑

五
、
昭
和
三
十
七
芸
公
費
尽
特
別

O
六
洲
病
院
の
襲
設
計
笠
口
謹
巾
一
一
八
、
昭
和
一
ニ
十
五
評
議
業
に
対
す
一
二
三
、
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
一
例
↑

会
計
予
算
一
の
内
務
詮
祭
事
務
所
に
委
託
す
る
一
る
予
算
外
一
義
務
h
H
担
の
契
約
に
つ
一

O
平
野
消
防
分
団
芳
一
部
一
世
田
町
、
建
一

O
市
務
会
議
員
の
期
末
手
当
が
市
職
一
定

。

予

算

総

額

二

、

四

七

八

千

円

一

こ

と

足

り

手

品

し

た

。

一

い

て

一

審

肱

川

工

事

々

務

所

敷

地

、

富

一

員

三

、

旅

費

は

二

等

喜

よ

一

る

六、

mm一
ニ
十
七
草
望
書
京
口
一
一
一
ェ
、
特
別
会
計
の
撃
に
つ
い
て
一

O
市
内
の
土
地
改
良
君
、
森
組
一
土
山
(
柏
の
木
)
山
林
審
査
一
り
一
業
費
支
給
に
改
め
ら
れ
ま
一
山

資

金

特

別

会

計

予

算

一

O
大
洲
市
国
民
促
康
保
険
夫
洲
病
院
一
合
等
と
の
聞
に
昭
和
三
十
五
年
度
一
、
大
洲
市
東
辛
山
に
あ
る
立
木
約
一
一
し
た
。
一
一

C
話
会
頭
四
八
宜
千
円
一
建
設
特
別
会
計
失
望
雪
上
一
事
業
に
対
す
季
実
の
義
務
負
一
一
一
万
才
田
口
巡
山
の
立
木
約
二
万
一
一
一
八
、
芸
員
の
給
与
、
旅
費
お
よ
び
一
バ

七
、
昭
和
一
一
干
七
年
度
大
洲
一
病
院
建
設
水
道
術
馨
給
付
型
詐
が
設
定
さ
一
坦
却
約
一
が
部
阿
さ
れ
ま
し
た
。
一
一
一
千
才
、
一
主
ノ
品
洲
町
濯
毒
物
な
一
致
肋
一
仲
間
そ
の
他
諮
問
条
件
に
閃
一
い

特
別
会
予
算
一
れ
警
五
の
認
定
を
つ
け
ま
し
た
。
士
九
、
昭
和
三
十
む
年
曜
日
一
喝
、
林
道
一
ど
市
の
有
財
産
が
処
分
さ
れ
る
こ
一
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
一
安

04γ
釘

総

額

一

汽

二

、

二

八

八

千

円

一

四

、

起

債

に

つ

い

て

一

土

地

改

良

与

の

事

業

計

図

に

つ

い

一

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

例

了

ク

の

八
、
昭
一
利
一
一
干
七
昼
間
簡
易
上
水
道
布
。
一
華
民
、
土
木
自
民
、
病
問
題
設
一
て
一
一
一
四
、
大
洲
市
問
実
毘
評
価
主
曇
一

O
忍
育
長
に
行
閣
議
手
当
が
支
給
さ
一
成
ち

喜
一
特
別
会
計
予
算
一
事
窪
田
、
し
尿
処
烈
施
設
事
業
関
一

O
昭
一
州
一
二
十
七
語
凶
に
実
揺
す
る
良
一
員
会
書
は
の
浮
世
に
つ
い
て
一
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
落
た

己

主

義

七

、

六

五

一

吉

↑

、

聖

上

水

害

望

書

と

し

一

道

、

建

造

改

良

等

の

重

一

o布
市
五
郎
の
石
村
吉
震
が
悶
一
二
九
、
奇
市
由
民
護
保
険
誌
の
一
興
供

九
、
昭
和
一
二
十
七
年
度
奇
病
院
事
業
て
一
億
八
千
八
十
万
円
以
内
の
起
一
詰
自
立
さ
れ
ま
し
た
。
一
定
資
産
評
価
密
育
委
員
会
お
委
員
一
一
部
を
一
改
正
す
る
条
例
一
事

T

一

一

一

一

明

で

会

計

予

算

一

慣

が

議

氏

さ

れ

ま

し

た

。

一

一

一

O
、
工
事
の
古
川
負
契
約
の
締
結
に
つ
一

d

}

笠
任
さ
れ
ま
し
た
。
一
@
助
一
山
氏
支
給
か
五
0
0
円
よ
り
一
一

一

一

一

二

同

家

。
昭
事
業
収
益
六
二
、
八
五
五
手
一
五
、
才
一
入
現
合
の
預
入
札
に
つ
い
て
-
い
て
て
一
豆
、
受
託
議
決
に
付
す
べ
き
器
削
一
、

0
0
0円
に
上
り
、
費
谷
川
市
一
実

ρ

円

O
昭
和
=
平
七
語
手
計
吏
な
伊
一

O
平
狩
小
学
校
器
薪
築
工
事
が
平
一
等
に
閃
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
一
二
、

0
0
0円
支
給
さ
れ
る
こ
三
船
い

一
O
、
土
地
及
び
諸
島
入
に
つ
い
予
銀
行
、
震
翌
銀
行
、
八
問
一
野
町
の
上
喜
一
氏
と
の
凶
に
五
一

Z
条

例

一

足

立

正

し

た

一

大

転

て
浜
信
用
金
何
時
に
雨
入
れ
る
こ
と
に
一
百
九
万
五
千
円
で
請
負
締
結
さ
れ
一

C
市

反

の

議

決

に

付

す

べ

主

契

約

金

一

O
大

洲

病

院

の

移

一

事

築

の

た

め

、

な

り

ま

し

た

。

一

る

こ

と

足

り

ま

し

た

。

一

額

が

そ

れ

そ

れ

俗

上

宮

れ

て

一

大
洲
七
二
八
の
一
番
地
な
ど
の
土
一
六
、
一
時
借
入
金
に
つ
い
て

J

二
、
ヱ
官
〉
ヱ
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
一
三
O

公
開
運
皐
者
推
進

L
ょ
う

大
洲
市
の
推
進
協
議
会
で
き
る

大
洲
市
公
明
選
挙
推
進
協
議
会
は

社
会
教
育
機
関
、
民
間
団
体
の
代
表

者
及
び
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
組
織

し
、
次
の
十
一
名
の
委
員
を
も
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。

六
洲
市
連
合
婦
人
会
長
矢
野
ハ
ツ
コ

げ
連
合
青
年
団
長
畏
田
靖
彬

H

地
区
委
員
会
長
大
山
久
宍

"
公
民
館
連
絡
協
議
会
長
宮
本
春
古
口

所、決利
不で木定と
在処在さな
者理者れる
投す投たつ
禁る E言。と
事。き揮 す
す持 T寄 る
l宅宍富

重厚 2
語手伝

昭和37年5月 10 t:l 

，大:

す世おお4 

必
ら
ず

7 

住
民
登
録
を

方ヲ

ーなけ兄四討さ
。、どはま )ju) 三

政と予 H召は J~ わ OI fJ!1 )J 
アj 1_i:_ t): 示~l );1.1 ~:Î二リ f寸リ;.: '，l. 
;，nり治二三かのま j)を川
il.iTま:山トくi'，介し 7三 tj dJ' 
d己しは七し、ょのし
'zた五年てiIW?iう木らほ
七。忠良いめ。洲せで
ご 1!1六ーまら(市し
歩行 F役すれ迂政支"Jc 
11弓(ま二会 o Z3)をすさ
C li1J j守'"卜民:主 ]E ~ ?，-L i口 h7J?1Zし T
い JI也-yt'): :2-';福く 41 

ろ月末市の人口
世帯数 9.530 

男 21.716

女 23238 

計 44954 

63 婚姻 31

46 離婚 7 

16 

口



(2 ) 

昭
和
三
十
六
年
度

大
洲
市
の
こ
よ
み

昭
如
一
一
一
十
六
年
度
の
大
洲
市
の
で
さ
さ
心

ご
と
を
前
日
好
引
役
り
、
新
聞
込
市
よ
り
一
忽
じ
、
一
一
九
阿
国
地
ば
公
民
餅
研
究

ま

と

め

ま

し

た

り

一

大

会

大

洲

で

ひ

ら

か

る

月
刊
で
喜
一
と
一
%
下
〕
二
一
一
一
例
以
に
て
大
洲
市
初
の

1
閥
、
二
飢
光
察
側
日
一
生
ワ
ク
投
打
一
は
じ
去
る

2
問
、
一

O

大
引
に
よ
り
大
洲
市
の
一
勿
八
、
ゴ
一
川
ま
つ
り
開
幕

議
問
被
引
い
二
、
問
。
つ
万
一

3
1ハ
、
コ
一
古
川
多
開
伎
市
乳
処
波
施

円

を

こ

す

一

役

鴨

川

地

拓

品

成

3
問
、
一
一
平
野
地
口
比
百
批
評
批
共
同
剣
一
均
九
、
一
じ
肱
川
で
の
子
供
の
水
死

掛

川

所

新

記

汲

泌

成

一

相

つ

ぐ

4
問
、
ニ
Q
一
一
一
点
山
地
区
摂
理
裏
切
八
、
予
題
林
護
弓
奇

一

昨

成

一

¥

l

八
幡
浜
間
開
通

1
山

/
1

5
問
、
二
五

mmr所
持
必
語
新
一
刻
八
月
け
慢
話
線
外
け
一

時

荒

川

市

成

一

/

灘

高

官

卜

l
i
iパ

6
凶
、
二
九
肱
川
壊
替
工
事
処
エ
一
党
九
、
一
一
一
一
昨
器
管
者
室

式
一
日
刀
九
、
一
五
小
岡
崎
床
間
制
改
築
ヱ
事
技
工

Eντ
五

五

爽

令

市

川

JmML求
道
一
%
九
、
二
一
一
一
六
洲
一
沼
白
川
五
一
定
生

f

H

6

1

竣

工

一

%

一

o、
一
大
成
保
育
所
薪
宮
川
成

ヨ
一

B
五
、
一
二
労
働
合
同
州
大
洲
出
略
所
一
%
一

o、
七
大
洲
市
復
附
給
与
改
訂

ょ

一

開

設

一

争

議

妥

結

P
4
%
j

一
9
五
、
二
ハ
明
一
体
小
い
ん
ナ
佼
々
Ar
日
新
築
一
労
一

o‘
一
六
f
間
処
小
学
同
M
巡
動
場

一

議

一

霊

エ

専

務

事

1
1
1

F

一
ω五
、
ニ
O
精
油
開
柿
明
日
以
木
聞
学
刷
新
一
抱
一

O
、
二
O
甲
町
民
的
添
削
駅
開
設

謙

一

察

法

成

一

言

也

一
日
五
、
一
一
二
大
一
洲
地
区
の
防
犯
灯
五
一

mm
一
。
、
二
四
大
洲
市
花
中
学
佼
体

一

三

四

聞

で

き

る

一

育

館

新

築

孫

成

一
口
六
、
一
観
光
鵜
飼
び
り
き
一
純
一
一
、
四
沙
七
副
市
民
税
持
体
育

日
開
一
円
六
、
九
柳
沢
地
区
有
線
放
送
施
一
大
会
ひ
ら
か
る

当
寸
一
投
で
当
』
る
一
羽
一
一
、
一
一
一
有
久
保
林
道
竣
工

百
六
、
九
国
語
盛
エ
一
位
二
、
二
八
苦
持
建
設
事
委
克

一
円
六
、
ニ
じ
市
内
七
つ
の
溌
話
〈
同
一
了
遅
弐

ま

一

A
M
好
一
の
二
、
一
一
八
大
洲
地
反
(
柏
木
〉

量

一

官

、

一

総

出

遅

詳

犬

洲

一

有

線

放

考

案

竣

工

式

一

月

支

部

並

に

Mm山
地
方
神
渓
一
口
判
一
一
一
、
ニ
抄
一
一
聞
大
洲
駅
伝
太
話

一

庁

六

洲

支

出

、

六

洲

拘

似

一

開

催

了
市
川
合
同
は
リ
宗
教
的
成
一
目
的
一
二
、
二
大
洲
護
岸
章

げ
じ
、
一
大
洲
の
河
川
畑
一
一
一
時
に
殻
一
ね
会

尚
三
二
、
六
度
を
「
品
録
す
一
川
崎
一
二
、
二
O

ヱ
場
誘
致
芳
一
号
明

創
七
、
二
大
洲
地
方
の
水
問
六
①
一
札
工
場
の
池
田
制
祭

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
千
得
一
好
二
一
、
二
一
一
一
大
洲
市
名
点
市
民
芳

円
七
、
七
大
洲
沿
線
沼
話
局
、
六
一
一
号
に
加
膝
楽
辺
氏
挺
せ

洲
埠
叩
巾
継
所
新
築
工
事
一
ん
さ
る

起
工
式
一
必
一
二
、
二
七
大
洲
市
忽
所
の
事
務

加
古
、
八
乳
牛
主
咋
-
地
形
時
悦
栄
一
改
符
軌
道
い
の
る

批持品妥円凶
A
h
新
発
足
一
川
押
一
一
一
七
年
一
二
』
矛
一
一
同
大
洲
l
M叫

幻
七
、
一

O
市
久
米
北
円
八
松
尼
河
川
体
一
山
川
渓
役
時
明
い
出
向
山
川
下
ひ
ら

加

入

沼

点

開

通

一

か

る

一

忽
七
、
一
五
大
洲
市
色
川
給
匂
改
訂
一
切
一
一
一
、
五
本
一
符
投
辺
祈
設
畑
地
エ
一

争
議
お
こ
る
一
引
一
ニ
、
六
成
能
段
道
新
技
竣
工

幻
七
、
一
八
大
洲
i
松
山
間
に
分
二
匁
一
一
一
、
ー
一
五

N
H
K
大
洲
ラ
ジ
オ

回
納
涼
列
車
ー
は
し
る
一
申
山
判
所
新
暗
記
栴
成
一
一
一
一

斜

七

二

三

喜

多

公

義

給

食

害

一

二

O
サ
イ
ケ
ル
で
初
放
送
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他
肢
の
増
進
の
た
め
に
、
赤
志
ず
が
一
関
係
あ
る
こ
と
も
ど
ん
ど
ん
放
送
す
る

仔
つ
仕
掛
品
は
、
伝
統
的
な
技
術
と
し
て
一
ニ
レ
だ
し
て
い
去
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
凶

あ
ら
ゆ
誌
面
に
ふ
く
ま
れ
、
護
防
一
き
下
さ
い
。
進
出
は
午
前
七
時
一
一
一

止
、
壁
苅
品
、
生
活
や
食
事
山
、
心
一
十
分
か
ら
四
十
分
ま
で
の
十
分
間
で
日

一M
m
臼
と
月
間
日
ヰ
除
い
て
毎
日
芳
一
放

身
の
た
ん
れ
ん
な
ど
ヰ
主

ηあ
げ
、
実
一
一
送
で
政
治
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

際
一
回
の
指
導
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
a

一

l
I
l
l
i
-
-

今
年
以
常
赤
士
一
一
子
の
始
祖
ア
ン
リ
I

平
和
」
本
手
の
平
和
は
、
ま
ず
一
「
背
痛
の
隆
一
蹴
」
人
同
の
資
制
に
は
一
農
耕
作
業
周
回
動
車

三
ナ
ン
色
奈
十
字
社
裂
に
ゆ
一
個
々
人
の
告
の
中
に
祭
主
げ
、
そ
一
肉
体
的
な
苦
痛
と
自
主
哲
一
一
の
申
告
に
つ
い
て

一
か
り
の
深
い
五
片
品
し
て
富
一
一
れ
が
珪
た
お
よ
び
、
壊
に
ひ
ろ
が
一
つ
が
あ
っ
て
合
議
ミ
こ
う
一
茂
支
自
慰
霊
い
と
も
な
い

一
在
京
事
事
」
が
請
さ
れ
ま
す
、
露
間
の
平
和
に
結
び
つ

2ぃ
一
し
た
詰
か
ら
昆
が
れ
た
い
品
工
で
一
議
定
自
主
古

Zさ
む
良

一
す
。
一
う
の
が
根
本
的
理
念
で
、
赤
十
字
の
約
一
い
そ
そ
う
し
た
命
の
願
い
に
応
一
日
系
非
常
に
別
加
し
ま
し
た
こ
と
は
瓜

大
き
な
災
径
の
妥
季
語
っ
て
一
雲
行
為
に
現
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
じ
て
一
人
で
も
多
く
、
少
し
で
主
一
に
よ
る
ほ
し
い
こ
と
で
す
ο

今
季
{
チ
に
対
す
る
凶
心
は
ま
す
ま
人
々
の
胸
中
に
祭
か
れ
る
も
の
が
平
和
一
陣
営
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
一
段
耕
作
請
け
霊
と
申
し
ま
す
の

す
深
ま
り
、
霊
も
い
よ
(
大
雪
亨
白
り
ま
す
。
一
る
の
が
、
李
字
の
露
で
あ
り
ま
し
一
は
、
護
機
(
テ
l
7
l
)
に
被
告

一
な
っ
て
い
る
と
き
で
あ
り
、
算
委
一
ま
た
空
宇
の
平
翌
日
で
も
、
平
一
て
哲
也
も
の
、
た
す
け
事
も
の
一
事
(
ト
レ
よ
7
1
)
を
つ
け
た
君
事

一
片
あ
た
か
も
毒
剤
空
青
年
一
定
人
留
の
あ
ら
ゆ
る
号
、
一
事
や
災
害
の
犠
牲
者
に
読
の
F
を
一
を

Eす
で
こ
れ
を
代
っ
て
お
ら

一
山
号
、

2
3章一
宮

f
一
川
の
な
立
高
け
て
一
さ
し
の
言
語
、
語
誌
を
一
山
間
短
時
刊
日
刊
に
以

す
の
裂
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で
、
新
一
需
さ
れ

f
lれ
ば

f
7
U
Eて
一
は
ず
ぷ
十
字
の
活
動
で
す
。
一
な
ら
な
い
こ
だ
な
っ
て
お
り
ま
す
の

こ

な

議

と

見

に

立

っ

て

幸

喜

一

お

り

ま

す

。

一

1

1

1

1

1

1

一
言
お
し
舟

Eて
お
ら
れ
る
方
で
ま

事

霊

ωな
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
a

一
「
語
宇
佐
需
の
恐
ろ
し
さ
一

N
H
K
か

ら

だ

市

血

目

さ

れ

て

い

な

い

方

は

話

番

「
1
大
洲
市
器
に
お
い
て
賀
市
民
一
議
で
も
知
っ
て
い
ま
す
J

芝

、

純

一

お

し

ら

せ

で

官

し

て

下

さ

川

、

!

1

万
み
な
さ
ん
の
協
力
を
市
町
て
、
こ
の
迎
一
%
の
つ
ら
さ
、
苦
し
さ
も
帰
っ
て
い
ま
一
一
干
し
申
世
を
さ
れ
な
L
路
へ
は
は
泊
料

を
必
め
て
い
ま
す
が
、
赤
十
{
チ
活
動
す
3

し
か
し
、
多
く
の
人
員
三
か
一

N
H
K
左
翼
の
み
な
さ
ん
へ
の
一
の
迎
是
正
げ
る
こ
と
に
な
是
正

家
蓄
に
か
ん
が
み
協
の
御
協
力
一
か
っ
た
と
き
あ
わ
て
る
だ
け
で
二
五
一
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、
四
月
か
り
一
ら
吉
富
市
し
を
そ

i

一

一

一

申

告

の

要

綱

一
お
闘
い
L
ま
す
コ

-
v
ア
官
り
こ
ま
あ
ま
り
剥
心
圭
一
日
J

ま
せ
ん
一
み
な
さ
ん
に
・
付
近
か
な
詳
し
の
ニ
ュ
l
一

Fの
箆

u
b号
、
警
と
か
与
一
点
引
が
員

t
j
g一
雲
集
す
る
こ
と
に
な
芸
し
弓
一
一
、
相
長
時
一
丁
目

一
五
九
万
と
か
書
室
、
諸
に
述
べ
る
一
は
、
病
気
言
も
の
の
予
防
に
つ
と
め
一
撃
す
る
の
は
撃
の
名
市
町
村
の
一
自
家
用
車
4
i

章

一
余
裕
を
も
ち
ま
せ
ん
が
、
以
下
盟
三
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
々
に
予
防
塁
亘
ナ
フ
ス
や
ジ
フ
テ
リ
ヤ
の
予
防
量
一
二
、
持
参
す
る
も
の

辛
苦
回
線
香
理
念
に
つ
い
て
記
や
事
菩
及
し
て
、
病
気
に
よ
柔
一
と
生
ワ
ク
チ
ン
を
一
服
用
す
る
円
取
り
と
一
昨
作
品
単
車
印
鑑

「
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
幸
義
こ
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す
る
も
の
で
す
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一
器
、
そ
れ
に
尾
、
断
水
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主

役

待

望

同

で

同

じ
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円

一
「
襲
」
宗
教
で
は
、
夏
を
そ
の
「
撲
の
霊
」
人
間
い
つ
で
ミ
一
径
の
お
知
ら
せ
の
異
議
の
存
一
言
、
昨
堤
富
童
を
持
参

芸
宮
古
根
室
念
と
し
て
い
主
主
と
も
い
震
で
あ
れ
ば
、
お
互
い
一
止
め
産
物
な
ど
で
告
に
結
び
つ
い
一
で
さ
い
翌
日
は
、
羽
叫
定
警
の
上
に

つ
汁
い

J11
べ
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一

件

低

を

ほ

い

て
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の

上

を

鉛

況

で

よ

く

す
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キ
リ
ス
ト
教
は
ち
と
い
ち
で
す
し
一
の
家
庭
あ
社
ム
一
言
、
国
家
も
問
る
い
佳
一
た
巾
広
い
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
る
こ
一

一
]-JI--J

一

一

一

な

す

り

雪

を

は

つ

者

同

ロ

守

し

て

襲

撃
!
¥
い
い
、
襲
で
は
仁
一
み
よ
い
吃
同
沼
早
川

l
e
t
-
h
f
1
1
f。
そ
大
洲
市
に
一
し
て
一
さ
い
。

一

と

い

っ

て
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入

車

問

の

暫

定

と

さ

一

一

一

即

日

下

す
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三
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七
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一

あ

な

た
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成

人

病

に

一
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冷

川

洋

音

壁

ば
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ヂ

ュ

一

産

米

・

予

約

ご

つ

い

て

一

か

か

っ

て

い

ま

せ

ん

か

一
ナ
ン
と
い
う
一
人
の
背
年
担
行
動
に
一
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L

u

-

-

一七

:
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I巴
'

ー

一

ソ

一

一

あ

な

た

は

成

人

間
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か

か

っ

て

い

ま

τた
弓
の
心
の
現
れ
を
い
い
ま
す
。
一
米
の
予
約
完
結
成
は
、
去
年
一
さ
れ
た
作
物
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
一
せ
ん
か
、
四
十
才
宣
言
色
分
の

盛
場
に
通
り
か
か
っ
手
ユ
ナ
ン
一
の
誌
を
得
て
こ
こ
に
漸
く
机
辺
に
一
言
て
の
遅
か
ら
告
に
き
一
宮
一
知
ら
な
い
削
に
色
々
は
去
に
か
か
っ

一
で
し
た
が
、
筏
付
の
目
的
を
忘
れ
て
負
一
そ
れ
は
た
ゆ
ま
hu
い
関
係
機
関
の
労
力
一
力
の
も
と
に
段
協
存
主
体
レ
亡
て
、
統
一
ぃ
、
近
頃
け
だ
っ
て
や
せ
る
、
日
ま
い

曹
の
行
進
し
た
の
で
し
弓
デ
ユ
一
矢
宅
農
家
の
晃
に
よ
る
も
の
と
一
慎
重
に
窓
・
定
お
よ
び
口
慣
が
す
る
、
需
が
す
る
、
体
が
は
れ
る

一
ナ
ン
写
つ
せ
ず
に
は
お
先
な
か
っ
一
思
い
ま
す
。
壁
、
悶
民
経
済
の
訴
し
一
改
良
、
病
室
躍
の
建
議
し
、
五
察
す
る
、
と
い
-
品
交
は
い
ま

一

し

一

十

干

刊

に

-

一

一
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一

せ

ん

か

、

奇

宮

死

亡

哲

三

こ
の
で
す
@
そ
こ
に
赤
ー
ヱ
ナ
の
夏
が
い
成
長
の
中
こ
あ
っ
て
さ
次
葉
足
一
走
荒
の

m杏
近
代
他
を

t
i

一

片
山
一
J
ド

ト

，

『

、

一

l

一

E
t
'
j
一三え
:
l
一
半
校
以
上
が
傷
付
半
成
人
材
で
叫
叫
ん
で
い

あ
り
、
一
閣
が
あ
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
一
軍
刊
誌
患
の
駒
大
は
見
し
い
も
一
望
正
何
に
よ
る
ん
す

4
3帯
一
ま
す
。
充
実
を
つ
け
て
下
さ
い
。

一
り
、
議
も
が
心
の
か
た
す
み
に
も
っ
て
一
の
が
あ
り
ま
す
が
、
主
寝
室
心
一
焔
立
に
令
一
阻
ん
協
力
万
を
詰
い
い
一
布
告
九
人
け
ネ
天
地
山
か
ら

一
日
孟
掌
心
の
{
踊
良
川
、
赤
十
ウ
ナ
の
一
と
し
た
汐
一
次
需
品
弘
者
の
呪
得
は
一
た
し
ま
す
コ
一
首
波
す
ろ
た
め
げ
百
九
日
川
会
、
市
公
民

志
木
刊
誌
な
の
で
す
a

一
理
法
の
吠
慢
に
あ
り
、
こ
の
状
宗
一
な
お
、
予
備

2
2付
期
間
は
、
五
珂
一
建
前
雲
レ
思
し
て
成
人
材
の

↑
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人
道
五
十
字
に
瓜
ね
り
q
人
道
一
ら
一
少
も
早
/
¥
別
刷
し
地
一
校
謀
議
有
一
百
よ
立
ハ
月
三
十
日
安
で
。
一
日
四
円
一
恨
み
乏
げ
つ
け
川
を
皆
、
、
い
ま

一
待
望
別
、
平
等
人
署
長
〉
人
一
と
の

za-Zかる
去
安
彬
一
予
約
護
請
は
、
八
円
一
日
よ
一
す
ョ
毒
の
日
時
現
審
理
の

川
社
長
で
あ
り
ま
す
J
て
は
は
あ
E
J

ゆ
一
辺
鳴
が
叫
ば
パ
い
、
持
蕊
門
レ
計
五
わ
寸
九
川
一
ニ
ト
日
ま
で
一

一

一

-

-

『

一

こ

と

己

な

っ

て

い

主

す

の

で

地

以

一

仙

一

民

主
約
、
認
の
巾
で
、
次
上
方
一
凶
一
。
品
川
書
ほ
へ
の
長
自
主
主
一

'1主
u

経
常
は
、
十
一

i
一
旦

一

一

戸

一

明

を

ま

ζ
め
て
円
十
く
実
泊
さ
れ
る
よ
v

っ

す
-
叫
限
り
、
人
相
世
間
矯
の
い
か
ん
-
1
凶
一
ぴ
心
に
パ
上
り
安
し
た
3

一より」
l

二
月
一
一
一
ト
日
ま
で
と
な
っ
て
い
一

1
i

一

一

一

お

し

ら

せ

い

た

し

ま

す

。

わ
ず
、
す
べ
て
の
人
間
:
公
平
に
波
打
一
し
か
し
な
が
り
、
米
は
依
休
こ
し
て
主
ま
す
。
一
既
に
官
一
同
地
区
で
は
五
百
け
一
百
に
三

れ
る
と
一
間
活
じ
て
あ
り
・
人
沼
崎
川
湖
一
郎
の
大
京
で
あ
り
、
帆
出
家
活
済
の
支
仲
間
一
く
わ
し
く
は
、
谷
間
凶
協
、
ま
た
は
舟
惜
別
一
局
地
ば
で
は
一
一
一
汗
公
民
館
で
五
月
十
五

を比一応
W

出
し
た
も
の
が
赤
十
一
千
の
事
業
苦
き
こ
と
に
は
変
ザ
な
く
、

A
d、
一
線
へ
お
吋
ね
下
さ
い
。
一
戸
千
後
一
時
か
ら
午
後
三
附
宅
で
に
行

で

あ

円

支

す

。

将

来

に

お

い

て

も

犬

き

く

安

忽

ヰ

約

束

う

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

，
博
愛
心
の
行
動
化
u

赤
十
字
運
動
に
つ
い
て


